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第 4 章 生活排水処理基本計画 

 

 4.1 基本理念                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し尿の理想的な処理は下水道処理であり、本市においても、1969（昭和 44）年から公共下水道

の供用を開始し、着実に下水道の整備及び普及を進めてきました。しかしながら、下水道処理区域

内にあっても、未水洗化家屋が残存している現状を踏まえると、今後も汲み取り便所及び単独浄化

槽が残ると予測されます。 

このような状況の下で、引き続き、その適正処理体制の確保及び浄化槽等の処理施設の適正な維

持管理を図っていく必要があるため、本計画における基本理念を、ごみ処理と同じく、上記のとお

りとします。 

 

 

 4.2 基本方針                        

 

基本方針１ 生活排水対策の推進 

 

河川汚濁の原因の大半を生活排水が占めており、公共下水道の整備と併せて、各家庭から排出さ

れる生活排水を抑制することが重要な課題であることから、生活排水対策としては、公共下水道な

どの処理施設の整備はもちろんのこと、各家庭における汚濁物質の発生抑制や適正な排水も重要で

あると考えます。 

● 地球環境 

【目指す姿】 

市民が環境保全と資源循環に高く関心を持ち、環境負荷の少ない持続可能な 

社会を築いています。 

 

● 生活環境 

【目指す姿】 

市民が、良好な生活環境で暮らすことができています。 
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 4.3 数値目標                         

 

4.3.1 数値目標の項目                

本計画では、計画の全容を可能な限り網羅し、市民・事業者・市にとってわかりやすく且つ取組

の達成状況を把握しやすい指標として、以下の３項目の数値目標を設定します。 

これら 3 項目が示す計画範囲及び基本方針との関係を図 4-1 に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 計画範囲と数値目標の項目 
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4.3.2 数値目標                 

   

数値目標１ 生活排水処理率 

 

2028 年度までに生活排水処理率を 

90 ％ 以上 にすることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 数値目標（生活排水処理率） 

 

 

※ 生活排水処理率の考え方 

 

生活排水を適正に処理している人口が全人口に占める割合（％）を指します。 

本計画において生活排水を適正に処理している人口とは、公共下水道による 

処理人口と合併浄化槽による処理人口を合計したものとします。 

 

 

   〔生活排水処理率〕＝ 

 

 

   〔下水道による処理人口〕＋〔合併浄化槽による処理人口〕 
 

〔橿原市の人口〕 
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数値目標 2 河川の BOD 値 

 

大和川の BOD 値を 5ｍｇ/L  以下 に維持することを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-3 数値目標（河川の BOD 値） 

 

※ 大和川の BOD 値の考え方 

 

本計画で用いる指標は、国土交通省が公表する「全国の一級河川の水質現況」に 

記載される大和川の水質調査結果（平均値）とします。 

     

数値目標 3 処理停滞日数 

 

処理停滞日数を ０ 日 に維持することを目指します。 

 

※ 処理停滞日数の考え方 

 

廃棄物の処理が滞った結果、生活環境の保全上重大な支障が生じ、又は生ずる 

おそれがある状況に至った日数を指します。 

廃棄物処理の目的である生活環境の保全と公衆衛生の向上を達成するためには、 

市内で発生した廃棄物の処理を滞らせることなく適正に処理し続ける必要がある 

ため、目標は０日としています。 
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 4.4 処理体制                       

 

4.4.1 処理体系と処理主体               

     将来の処理体系は、図 4-4 のとおりとします。 

し尿及び浄化槽汚泥の収集・運搬は、引き続き許可制度を運用することとしますが、対象量の変

化に応じて変更が必要な場合は見直しを行います。 

 

      

 

 図 4-4 生活排水処理体系 （将来） 

 

 

● 処理主体 

 

 

 

 

 

 

処理施設の種類 対象生活排水の種類 処理主体 

公共下水道 し尿・生活雑排水 市 

合併浄化槽 し尿・生活雑排水 所有者 

単独浄化槽 し尿 所有者 

し尿処理施設 

（橿原市浄化センター） 
し尿・浄化槽汚泥 市 
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4.4.2 処理形態別人口                

  処理形態別人口の将来推計は表 4-1 のとおりです。 

引き続き、公共下水道の整備を進め、生活排水処理率の向上に努めます。 

 

表 4-1 処理形態別人口の推移 

処理形態 
2016 

（H28） 

2017 

（H29） 

2018 

（H30） 

2019 

（H31） 

2020 

（R2） 

1.計画処理区域内人口  (a) 123,337 122,723 121,905 121,534 121,156 

 2.生活雑排水処理人口  (b) 95,720 97,076 98,401 99,243 100,064 

  ① ｺﾐｭﾆﾃｨ・ﾌﾟﾗﾝﾄ 0 0 0 0 0 

  ② 合併浄化槽 13,499 13,557 13,660 13,683 13,686 

  ③ 下水道 82,221 83,519 84,741 85,560 86,378 

  ④ 農業集落排水施設 0 0 0 0 0 

 3.生活雑排水未処理人口（単独浄化槽） 18,579 16,908 15,080 14,149 13,128 

 4.し尿収集人口 9,038 8,739 8,424 8,142 7,964 

 5.自家処理人口 0 0 0 0 0 

6.計画処理区域外人口 0 0 0 0 0 

生活排水処理率  (b/a) 77.6% 79.1% 80.7% 81.7% 82.6% 

      

処理形態 
2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 
～ 2028 

1.計画処理区域内人口  (a) 120,197 119,607 118,750 

～ 

115,017 

 2.生活雑排水処理人口  (b) 100,423 101,212 101,296 102,300 

  ①  ｺﾐｭﾆﾃｨ・ﾌﾟﾗﾝﾄ 0 0 0 0 

  ②  合併浄化槽 13,772 13,794 13,867 13,892 

  ③  下水道 86,651 87,418 87,429 88,408 

  ④  農業集落排水施設 0 0 0 0 

 3.生活雑排水未処理人口（単独浄化槽） 12,321 11,396 10,128 6,186 

 4.し尿収集人口 7,453 6,999 7,326 6,531 

 5.自家処理人口 0 0 0 0 

6.計画処理区域外人口 0 0 0 0 

生活排水処理率  (b/a) 83.5% 84.6% 85.3% 88.9% 
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4.4.3 処理                 

(1) 目標 

し尿と生活雑排水を併せて処理する合併処理形態を原則とし、公共下水道を中心とした衛生的で

安全且つ安定した処理体制を推進するとともに、家庭内での発生源対策及び浄化槽等の適正な維持

管理等のソフト面での対策を並行して実施します。 

 

(2) 処理の方法 

合併処理形態を推進しつつ、公共下水道の未整備区域におけるし尿及び浄化槽汚泥を収集・運搬

し、本市が所有するし尿処理施設（橿原市浄化センター）にて適正に処理します。 

なお、処理水については、引き続き下水道へ放流することとし、処理工程で生じる脱水汚泥につ

いては、県外の民間処理施設に搬入し再資源化します。 

 

  【し尿処理施設】 

名称 橿原市浄化センター 

所在地 橿原市東竹田町 148-1 

処理能力 
96 kL／日 

 （し尿 30kL/日、浄化槽汚泥 66kL/日） 

処理方式 前処理 + 生物処理 

処理主体 市 

 

(3) 施設管理 

 ① 計画的な整備  

  施設の点検整備を計画的に行い、適正且つ安定した処理機能を確保します。長期包括運営委託事

業の実施に際しては、モニタリングを確実に実施し、安定的且つ持続的な施設運営に努めます。 

 

② 安全で衛生的な環境の確保  

処理施設の運営に当たっては、廃棄物処理法で規定された生活環境を保全するための技術上の基

準を順守し、安全且つ衛生的な環境を確保します。また、定期的に処理施設敷地境界の環境調査等

を実施し、地域の生活環境への適正な配慮を講じると共に、その結果を広く公表します。 

 

③ 広域支援体制の確立  

本市は近隣自治体の要請に応じて、処理能力の余剰範囲内で処理支援を行うなど、県内中南和地

域において中心的な役割を担っています。今後も、これまで同様に適正な施設管理を行い、この使

命を果たします。また、公共下水道の整備区域の拡大や人口減少に伴い処理対象となる廃棄物量の

減少が予想されることから、廃棄物処理施設（ごみ、し尿など）の集約化などによる環境負荷・財

政負担の低減などを見据え、広域処理についての検討を進めます。  

● 計画稼動期間  

 

2037 年度まで（31 年間） 
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 4.5 具体施策                         

 

4.5.1 施策体系                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.5.2 生活排水対策の推進           

 

施策１ 生活排水対策事業 

＜ 主な内容 ＞ 

(1) 啓発活動 

● 

 

大和川水環境協議会及び関係機関と協働し、駅前での街頭キャンペーンやイベント

出展等を通じて、各家庭における生活排水対策の取り組みを促進します。 

● 自治会等が主体的に行う河川清掃を支援します。 

  
(2) 環境教育 

● 

 

水の大切さに関する出前講座や、NPO 団体との協働による「いきもの調査隊」など

の講座を実施し、市民の自主的な環境教育への取り組みを積極的に支援します。 

  
(3) 浄化槽設置整備事業補助金交付制度 

● 

 

下水道事業の及ばない地域における生活排水処理対策として、所定の条件を満たす

浄化槽の設置・整備に係る補助金を交付し、浄化槽の整備促進を図ります。 

  
(4) 調査・研究 

● 

 

大和川の BOD 値は安定しており、廃食用油回収事業も市民の間に浸透してきていま

す。 

   

 

基本方針１ 生活排水対策の推進 

施策 1 生活排水対策事業 

施策 ２ し尿処理対策事業 

施策 ３ 浄化センター運営管理事業 
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施策 2 し尿処理対策事業 

＜ 主な内容 ＞ 

(1) し尿等の収集 

● し尿及び浄化槽汚泥の収集計画を策定し、し尿等の収集業務を円滑に実施します。 

● 

 

収集計画については、毎月の広報誌やホームページに掲載するなど、利便性の高い

広報に努めます。 

● 

 

２年ごとに業者からの許可申請を受付、許可条件、指示書等を付して適正に制度運

用します。 

  
(2) 災害対策の推進 

● 

 

災害に起因する浸水等により、緊急にし尿収集の必要が生じた市民に対する、業者

手配や減免処理等の緊急支援体制を整備し、早急な復旧を図ります。 

  
(3) 調査・研究 

● 

 

し尿及び浄化槽汚泥の収集量が減少することが予想されるため、効率的な収集体系

の検討を進めます。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 3 浄化センター運営管理事業 

＜ 主な内容 ＞ 

 (1)  体制構築 

● 

 

処理量の推移を見極め、より効率的な運転管理体制の構築と、安全且つ安定した処

理体制を持続的に確保します。 

● 

 

災害発生時などの非常時にも、公衆衛生の確保の観点から、適正且つ迅速に廃棄物

を処理できる体制を構築します。 

  
 (2)  施設管理 

● 

 

 

し尿処理施設は、他の公共建築物と比較して短い耐用年数で更新されているため、

経済性の観点からストックマネジメントの考え方を推進し、施設の長寿命化を図り

ます。 

● 

 

処理施設については、設備の適切な維持管理・補修を行うとともに、効率的な運営

のもとで、環境負荷の低減に努めます。 

● 本市の他の廃棄物処理施設と同じく、長期包括運営委託事業の導入を進めます。 

   
(3)  調査・研究 

● 

 

処理対象となる廃棄物量の減少が予想されるため、より効率的な施設運営の在り方

について検討を進めます。 
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 4.6 市民・事業者・市の役割                     

 

4.6.1 市民の果たすべき役割               

 

市民の役割 

● 市、市民団体及び事業者と協働し、環境の保全及び創造に努めます。 

● 市が実施する環境の保全及び創造に関する施策に協力します。 

● 美しいまちを守ります。 

● 身近な環境の保全のために、地域のつながりを深めます。 

● “水遊びのできる川づくり”を目指した取り組みに協力します。 

● 浄化槽等の適正管理に努めます。 

 

 

4.6.2 事業者の果たすべき役割               

 

事業者の役割 

● 自らの責任と負担において、その事業活動に伴って生ずる環境への負荷を低減するための必要な措

置を講じます。 

● 自らの事業活動において、環境の保全及び創造に支障を及ぼす事象が生じたときは、誠意をもって

その解決に当たります。 

● 市が実施する環境の保全及び創造に関する施策への協力に努めます。 

● 浄化槽等の適正管理に努めます。 

 

 

4.6.3 市の果たすべき役割               

 

市の役割 

● 市民や事業者に対して、生活排水対策に関する情報提供や普及啓発等を行い、効果的な施策を展開

します。 

● 市民や事業者の活動を支援します。 

● 安定的・効率的な処理システムを構築し、適正処理を行います 
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 4.7 計画のフォローアップと事後評価                    

 

4.7.1 進行管理                 

本計画については、Plan（計画の策定）、Do（実行）、Check（評価）、Act（見直し）のいわゆ

る PDCA サイクルにより、継続的に評価等を行います。 

廃棄物減量等推進審議会※において、毎年、各具体施策の進捗状況を評価・管理し、達成状況等

をホームページ等で広く公表するとともに、毎年度の実施計画の内容に適切に反映します。 

なお、計画の推進にあたっては、以下の点に留意します。 

 

(1) 市民との協働 

廃棄物処理は、市民生活と密接に関わるものであり、市民の『理解』と『協力』が不可欠な協働

事業であることから、市民の意見や地域特性を十分に踏まえた上で事業を推進します。 

 

(2) 行政の連携 

地域社会が抱える諸課題の統合的な解決を目指して、本市の関連部局はもとより、県や近隣自治

体とも連携を図りながら事業を推進します。 

 

 

     〔廃棄物減量等推進審議会〕 

根拠法令：廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 5 条の 7 

      担当事務：本市における廃棄物の排出抑制、資源化及び適正処理等 

に関する重要事項を審議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


